
２０１２．４．１ 平成２４年度　富士宮市立稲子小学校　グランドデザイン

県の方針 【稲子小の　目指す子どもの姿】 【稲子小の目指す教師の姿】

◎「有徳の人」づくり ①人にやさしくできる子 やさしく （人権尊重の姿勢で）

○「かけがえのない」存在としての子ども ②だれかのために、何かができる子 きびしく （甘やかさない姿勢で）

○子どもの「こころざし」を育てる指導 ③学びを工夫し、学びを楽しめる子 その気にさせる （意欲を育てる）

市の方針 ④命を大切にし、健康で安全な生活ができる子 ばをつくる （知恵と工夫で）

◎「富士山を心に、夢をもって生きる子ども」の育成 ⑤郷土に親しみ、郷土を愛する子 
○継承と創造、縦の接続・横の連携、環境素材の活用 ⑥何事にもチャレンジする子 教職を　「天職」と思える教師
○学校力育成会議提言「アクションプランⅠ・Ⅱ」の実施 （備えたい５つの姿勢、教師十戒の掲示）

                                                                 

徳 　言葉を大切にする ○意欲を伸ばす授業づくり
知 　自分らしい工夫をする 　・自分の考えを持たせる　
体 　進んで自分をきたえる 　・しっかり表現させる（言語活動の充実）

○心が育つ、学校行事
計画（理念） 実 践 　・責任感と感謝の気持ちを育てる

　（稲子っこ教室、運動会、フェスタ稲子）
○心と体を鍛える学校生活
　・めあてに向かって挑戦させる

改 善 　・全員参加の朝運動の実施
　・「稲子っこギネス」への挑戦
○家庭学習・躾の充実
　・朝ごはん・朝うんちの実践

○ならではの教育課程編成 　・家庭学習で自主性を伸ばす
　・教育課程説明会の実施（３月） ○郷土を愛する活動・学習
○学校評価を生かして 　・地域素材や地域人材を活用する
　・成果と課題を明らかにする 　（維盛供養、稲子まつり、稲子川）
　・改善は即時を基本にする 　（史跡・歴史の話、梅っこ体験）
　・保護者・児童の声を生かす 　・「教育の日」「富士山の日」を生かして
○外部評価の実施 　・「稲子カレンダー」製作
　・学校関係者評価委員会の実施 ○体験的な活動を多く取り入れる
　（学校評議員・ＰＴＡ理事会合同で） 　・教科（算数・理科・社会など）で
○成果と課題の共有 　・富士山学習ＰＡＲＴⅡ「若あゆ」で
　・振り返り（職員会議、ＰＴＡ理事会） 評 価 　・稲子っこ教室（自然教室）で
　・結果の公表（学校だより） ○学校施設の地域への開放

○年２回、教職員による自己評価の実施　→　結果の考察と改善策検討 　・体育館・運動場の貸し出し
○年２回、アンケートによる三者比較（教職員、保護者・児童）の実施 　　（グランドゴルフ、バレーボール）
○「２１の哲学チェック表」で、各自の指導の振り返り 　・図書室の地域開放（貸し出し可）
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学校教育目標　チャレンジする子

連携・協力

○ 子ども一人一人をていねいに見取り、個に応じた授業づくりに努める。
○ 子どもが主体的に活動する場を意図的に設定し、意欲的な子を育てる。
○ 学校・家庭・地域の連携を深め、一体となって子どもの育成に努める。
○「時を守り、場を清め、礼をつくす。」
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